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本日の内容

1. Society5.0実現化研究拠点支援事業における

未来の学校支援プロジェクトについて

2. 講義動画視聴支援システムの構築

ーマイクロコンテンツ教材システム プロジェクト

3. まとめと今後の展望



⼤阪⼤学 Society 5.0 実現化研究拠点⽀援事業

ライフデザイン・イノベーション研究拠点
Initiative for Life Design Innovation (iLDi)

大阪大学では2018年度、

文部科学省「Society5.0実現

化研究拠点支援事業」に採択。

ライフ・イノベーション研究拠点

（iLDi）がスタート。



① 「ひきこもり」の予兆検知と改善のための

知的基盤の創出研究

② 学生の教育・生活支援研究

⼤阪⼤学 Society 5.0 実現化研究拠点⽀援事業

ライフデザイン・イノベーション研究拠点
Initiative for Life Design Innovation (iLDi)



ポストコロナ期の新しい学び

対面・一斉講義 対面・グループ学習
同期型オンライン授業

一斉講義
非同期型オンライン授業

個別学習

• 2020年以降、新型コロナウイルス感染症の影響により、学びの在り方は
大きな転換を迫られた 

研究背景

学習形態︓⼀⻫学習、個別学習、グループ学習
実施形態︓対⾯授業、オンライン授業 （同期・⾮同期）、Blended Learning



学生の教育・生活支援プロジェクト

目的 ポストコロナ期における新たな学習支援システムの実現

個にあわせた
教育・学習の実現

理解度・集中力などの
内界状態の推定

表情

学習時のユーザの行動・バイタルデータの利用

視線 座圧 心拍姿勢

遠隔環境における
見守りや同調

eラーニング 協調学習



学生の教育・生活支援プロジェクトの概要

e-Learning

学習：非同期型授業での講義動画の視聴

収集データ：顔画像・視線・心拍・座圧

グループ学習

学習：外国語学習における協調学習

収集データ：一人称/三人称視点映像，音声，視線

学習時のユーザの行動・バイタルデータ収集と学習者の状態推定モデルの構築

マルチモーダル Learning Analytics (LA) 基盤システムの開発

• センサ情報収集クライアントサーバシステム
• マルチモーダルデータによるアダプティブラーニングシステム・ダッシュボード開発



eラーニング中の学習者の状態推定

[1] Ryosuke Kawamura, Shizuka Shirai, Mehrasa Aizadeh, Noriko Takemura, and Hajime Nagahara. 2020. Estimation of wakefulness in video-based lectures based on multimodal data fusion. In Adjunct 
Proceedings of the 2020 ACM International Joint Conference on Pervasive and Ubiquitous Computing and Proceedings of the 2020 ACM International Symposium on Wearable Computers (UbiComp-ISWC '20), 50–53.

Drowsy

入力：表情、座圧

出力：眠気

（3段階：Awake/Drowsy/Asleep）

（2段階：Awake/Others）

精度：(3段階) f1マクロ=0.7

(2段階) f1マクロ=0.9

e-Learning時の眠気推定[1]

学習のパーソナライズ

学習状況の可視化、

フィードバックetc.
モチベーション向上

内界状態の推定

エンゲージメント

覚醒度、集中度

センシング

顔表情、視線

心拍、座圧 etc.

講義動画視聴支援
システムの構築を開始



Video viewing LOG analytics system

OSSのマイクロコンテンツ教材システム プロジェクト



マイクロコンテンツ教材システムとは？

出典： CCC-TIES, “CHiBi-CHiLOとは for education”, https://www.cccties.org/wp/wp-content/uploads/2022/11/CHiBi-CHiLO.pdf

• インターネット上の動画をトピック単位で整理、管理し、教員が任意で組み合わせ
てLMSの学習者に提供するための機能を提供するシステム



マイクロコンテンツ教材システムの開発

出典： CCC-TIES, “CHiBi-CHiLOとは for education”, https://www.cccties.org/wp/wp-content/uploads/2022/11/CHiBi-CHiLO.pdf

• NIIがGakuNinLMS-LTI-MCをMITライセンスで公開
• 2020年度にCCC-TIESがNIIのOSSをフォークし、再設計したOSSを
CHiBi-CHiLOとして公開

• 同年、阪大がマイクロコンテンツ管理機能の拡張・学習分析機能を開発
• 熊大がZoom連携・トリミング機能を開発



マイクロコンテンツ教材システムの概要

• LTIに準拠した学習支援ツール （v.1.3）

• LMSは、Moodle、Blackboard、Canvasに対応

• 動画配信サービスは、YouTube、Vimeo、Wowzaが利用可能

主な機能

• マイクロコンテンツ教材管理機能
• プレイヤー機能
• 視聴ログ可視化機能
• 視聴ログ出力機能
• Zoom連携・トリミング機能



LMS
Blackboard
CANVAS
Moodle

動画視聴ページ 学習分析ページ

マイクロコンテンツ教材システムの学習分析機能

ビデオ配信
サービス

YouTube
Vimeo
Wowza



動画視聴ページ （受講生向け）

トピック
①

②

① 視聴が完了するとトピック毎に
[完了]マークが表示

② 視聴状況の詳細を可視化



学習分析ページ（教員向け）



firstplay back

play beforeunload-ended

pause pagehide-ended

seeked unload-ended

ended hidden-ended

ratechange current-time

trackchange changepage

forward

event list

• 10秒毎に以下のイベントをsyslogとして出力 （NIIが仕様策定・構築）

視聴ログ出力 （syslog）

一般情報教育科目の動画教材視聴状況



まとめと今後の展望

• Society5.0実現化研究拠点支援事業 未来の学校支援プロジェクトに

おけるマイクロコンテンツ教材システムの取り組みについて紹介

• 講義動画を用いたオンデマンド授業は有用であり、人気もある一方で

エンゲージメントの維持や学習支援の難しさなど課題がある

• 今後、構築中のエンゲージメント推定モデルなどを活用し、学習者自身が

能動的に学習できる仕組みや復習を支援の仕組みを拡張したい

• LMSなどのログも含めた学習分析（LA基盤システム）も実施予定


